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各寸法設定の注意

扉の設計範囲

扉の開き方

枠（筐体）・扉の製作について

ハンドルの形状と幅の制限
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扉・ハンドル設計の
　　注意事項モノフラット LIN-X1000

本製品は、以下の開き方が可能です。吊元側の目地と、先端側の目地（１０ｍｍ）を設けてください。

扉幅 扉厚

重量

750～1100mm 24～40mm

20～90ｋｇ2400～2980mm扉高さ

※扉厚40mmの時。
※左記の取付範囲は、扉幅の中心が基準です。

表１　ハンドルの取付範囲の目安　[mm]
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その他の施工については、弊社営業担当者までお問い合わせください。
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図2　ハンドルの取付例

適切な扉幅、ハンドル幅、ハンドル取付位置、目地幅を設定しないと、枠と扉が干渉し正常に作動しません（図１）。
ハンドルは、扉幅と吊元目地をもとに、表1の範囲内に取付けてください。

枠（又は筐体）、扉は反りやねじれがなく、平行、直角に製作してください(図7、8)。
枠（又は筐体）は、扉の施工後に傾かないように、壁などに確実に固定してください(図7、8)。
本製品は、扉重量90kgまで使用できる重量扉用ヒンジとなっております。筐体（枠・壁）の吊元の強度と連結強度を十分確保
してください。強度不足が案じられる場合には、アルミフレーム（別売り 溝ピッチ120mm）をご使用ください(図9､10)。

ハンドルを横に取り付ける場合のハンドル幅は、表１の範囲内で選定してください。
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図９　アルミフレームのサイズ

天井面

床面図10　アルミフレームの固定


